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て作成しています。

オオキトンボの産卵（さんらん）が9月の
おわりころから始まるよ！オスとメスが
つながって産卵するんだけど、卵はどう
やってできるのか、せつめいするね！協力：風早活性化協議会

（武智礼央）

オオキトンボの卵はどうやってできる？

あのムシは今？！【ツクツクボウシ】
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（若山勇太、写真：武智礼央、橋越清一）

アカテガニ

【愛媛県準絶滅危惧(NT)】
（えひめけんじゅんぜつめつきぐ）

甲羅(こうら)の大きさ 名前の由来

3.5cmくらいまで 真っ赤なハサミ

食べものは？

植物・昆虫・小魚・動物の死がい・人が出す生ごみなど

形の特徴（とくちょう）

甲羅はほぼ正方形で、色は赤、黒、黄など

ハサミの特徴

雄のハサミは強く曲がっているよ

どこにいる？

海岸や川辺の岩場、土手、石がき、森林など

夏の終わりを告(つ)げるといわれているツクツクボウシ。
９月後半（こうはん）まで見られます。セミはオスだけが
鳴（な）き、メスをさそいます。
「ツクツクボーシ、ツクツクボーシ･･･、ウィヨース、ウィ
ヨース･･･」をリズミカルにくり返しながら、鳴いているオス
の近くにいるべつのオスがリズムに合わせて「ジュ
ジュー」とあいづちを入れることがあります。

(若山勇太、写真：武智礼央)

成虫 幼虫

①オスは、腹（はら）の先から精子
（せいし）を出して、腹のつけねにあ
る出っぱりの中にためます。

②メスが腹の先をオスの腹の出っ
ぱりにくっつけて、精子（せいし）を
うけとる（交尾（こうび）する）と、受
精（じゅせい）して卵ができます。

メス

オス

オス
オス

オスとメスのちがい

腹に出っぱり＝副性
器（ふくせいき）がある。

腹に出っぱりがなく、
つるっとしている。

メス

産卵（さんらん）にやって
きたメスをつかまえると、
腹の先に卵が見られます。

卵をかんさつしよう！

腹の先を水につけると、
卵が水中に出されるよう
すを観察（かんさつ）でき
ます。

9月のおわりころから、オオキトンボはため池に集まり、オスとメスが
交尾（こうび）してから、産卵（さんらん）します。

交尾（こうび）をしているオオキト
ンボのペア。ため池の草地などで
見られます。おどろかさないよう
に、そっと観察（かんさつ）しよう。

たまご

卵
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そうやったんかい！外来生物 ㊲

で あそぼう！

コバンソウ

今月の植物★ヘクソカズラ

ヘクソカズラグンバイ

オオミズアオ・
チョウ・カメ

みぢかにいるぜ！
里山のほにゅうるい

里山（さとやま）には多くのほにゅうるいがいるよ。みんなは出合ったことがあるかい？ハクビシンやニホンジカ、
ニホンザル、イノシシなどは、農作物（のうさくもつ）を食いあらして被害（ひがい）を出すこともあるんだ。
ぼくたちは人間とうまく共生（きょうせい）したいけど、なかなかむずかしいんだ。ほかに、ニホンイタチ、チョ
ウセンイタチ（外来）、ムササビなどもいるよ。なかまが道路をわたっていて車にはねられて死（し）んでしまう
こと（ロードキル）もあって、悲しいよ。注意（ちゅうい）しているんだけど、けっこうたいへんなんだ。

【日 時】 れいわ4年10月30日（土）
10：00～トンボの産卵（さんらん）や生きもの観察（近くのため池）
13：00～こんちゅう写真家（しゃしんか）・新開孝さんのお話し

トンボの調査(ちょうさ）や、まもる活動（かつどう）のほうこく
【場 所】 北条ふるさと館1かい（松山市河野別府995）
★計画中（けいかくちゅう）のため、へんこうがあるかもしれません。くわしくは、
オオキチくんつうしん10月号や森からつづく道HPでお知らせします！

風早トンボサミットⅢ
風早（かざはや）には、オオキトンボをはじめ、めずら
しいトンボがいて、全国的（ぜんこくてき）に注目され
ています。生きもののふしぎや観察（かんさつ）のおも
しろさのお話しを聞いて、まもることも考えます。

クズの葉を葉脈（ようみゃく）にそって切り、うら返して触角（しょっ
かく）にして、2枚の葉ではねを作ると、オオミズアオがかんせい！
イチョウの葉の柄（え）をクルリと回して触角にするとチョウ。黄色く
なるとモンキチョウに。ユキノシタの葉2まいでカメができました！

ふつうに見られるつる植物（しょくぶつ）。葉や実をも
むと、名前のとおりくさいにおいがありますが、害虫
（がいちゅう）をよせ付けないため。花はきれいだか
ら早乙女蔓（さおとめかずら）ともよばれます。

実

写真：高田義隆氏

家の近くで
とんでるよ

ミカンやカキな
ども食べるよ

勉強し
てる？

まだ子ども
だよ

ちょっとは
ずかしいな

ぼくは子ども
ウリぼうとよ
ばれてるよ

ブヒブヒ
さいきん
ふえて問
題になっ
てるよ

さいきん里
山にも行っ
てるぜ

東南（とうなん）アジアから入ってきたとされるカメム
シのなかま。愛媛県では2006年に確認（かくにん）さ

れました。ヘクソカズラの汁（しる）をすい、そのあと
は写真（右）のように白いまだらもようになります。ガ
ラス細工（ざいく）のような美しい虫です。 （武智礼央）

大きさは3㎜ほど

（Khashigoe)


